（提言書様式）
年　　月　　日

岩手大学環境人材育成プログラム学外実習提言書
●●学部　●●学科・課程　●学年・学籍番号●●
氏名
	提言書の表題
	

	参加した学外実習名
	

	実習時期
実習日数・時間
	

	実習受入団体名
	

	提言の概要（250字程度）


	本文（3,000字程度）



＜作成上の注意＞

（1）提言書には、学外実習体験の概要、環境マネジメントの観点から見た課題やその改善策を盛り込む。
「環境マネジメントの観点」の例として、PDCA（Plan-Do-Check-Act）サイクルやエコアクション21の項目・要求事項の適用、複数の環境マネジメントシステム規格（ISO14001・エコアクション21・KES／IES・EMAS）内容の比較、などが挙げられる。

提言書は、1）学外実習体験の概要、2）学外実習体験から気づいた課題の提起、3）提起した課題の改善策の提案（環境マネジメントの観点から）、4）まとめ、の順で記載する。改善策の提案には少なくとも提言される側が取り組めるような具体的な内容を記述する。
（2）提言書はパソコン・ワードプロセッサーで作成する。手書き不可（報告書やホームページ掲載の編集のため）。

（3）横書き40字×30行の1段組とする。文章は明朝体（英数字はCentury体）、章、節、項の見出しは太字ゴチック体とする。提言書にはページ番号をフッターの真ん中に記す。

（4）本文中の引用は、著者名（発表年）を記入する。ページ数を表記することが必要な場合には、著者名（発表年、p.ページ数、あるいは、pp.ページ数-ページ数）とする。連名の場合は著者の間に・で区別し、3名以上の著者の場合は、筆頭者のあとに「ほか」と記載し、それ以下の著者名は省略する。文献は「引用文献一覧」として提言書の末尾に記載する。

（5）本文中に「注」を用いる場合には、その箇所の右肩に通し番号を記し、脚注を挿入する。

（6）引用文献一覧の配列順序は、和文献と洋文献を区別しないで、筆頭筆者の姓のアルファベット順とする。連名の場合、著者の間に・を入れ、全ての著者名を記載する。

（7）インターネット上のURLを引用する場合には「注」扱いとし、公表機関または公表者とURLアドレスおよびホームページを確認した日付を記す。

（8）本文中に、図（写真を含む）や表を掲載することができる。図表の番号・タイトル・出所・注を図表の下につける。

（9）提言書は、下記の提出先に、印刷したA4版用紙と電子データの両方を提出する。

【問い合せ先・提言書提出先】

岩手大学環境人材育成プログラム事務局

岩手大学事務局2階環境マネジメント推進室

中島　清隆（なかしま　きよたか）
〒020-8550　岩手県盛岡市上田3-18-8　

TEL&FAX：019-621-6912　　E-mail：knakashi@iwate-u.ac.jp
